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50 回日本小児感染症学会総会・学術集会, 福岡, 2018.11.10 

5.小川洋平. シンポジウム「DOHaD と成人慢性疾患発症」、DOHaD と生活習慣病の起源. 

第 48 回日本腎臓病学会西部学術大会, 徳島市, 2018.9.29 



6.今村勝. 当科における小児がん診療および口腔ケアについて. 第 4 回日本がん口腔支持

療法学会学術大会, 新潟市, 2018.12.1 

 

（3）一般講演 

1.長崎啓祐. FZD2 変異を同定した Omodysplasia2 型の 1 例. 第 40 回日本小児遺伝学

会学術集会（口演）. 東京, 2018.1.13 

2.泉田侑恵. 母体の Basedow 病に起因した、一過性中枢性甲状腺機能低下例と考えられる 

女児例 . 第 9 回信越・北関東小児内分泌セミナー, 長野市, 2018.2.10 

3.松下仁美. 体重増加不良を契機に診断した軽症低ホスファターゼ症の 1 例. 第 9 回信

越・北関東小児内分泌セミナー, 長野市, 2018.2.10 

4.佐々木直. 甲状腺形成異常は、Oculo-auriculo-vertebral spectrum を高率に合併する. 第 

91 回日本内分泌学会学術総会. 宮崎市. 2018.4.27（若手臨床内分泌医育成委員会企画： 

Clinical Endocrinology KO rounds 高得点演題) 

5.柴田奈央. 新生児マススクリーニング TSH 高値で発見される Down 症候群の頻度と臨

床的特徴. 第 121 回日本小児科学会学術集会. 福岡市. 2018.4.17 

6.田屋光将. ビタミン D 欠乏を合併した副甲状腺機能低下症の 13 歳男児. 第 228 回日

本小児科学会新潟地方会, 新潟市, 2018.5.12 

7.今村勝. 低身長を伴う Refranctory cytopenia of childhood でターゲットシークエンスに 

より Shwachman-Diamond syndrome と判明した 1 例. 第 25 回小児再生不良性貧血治

療研究会, 名古屋市, 2018.5.26 

8.廣嶋省太. 重症の甲状腺機能低下症を契機に発見された無痛性甲状腺炎の 2 例. 第 53 

回新潟小児内分泌談話会. 新潟市. 2018.06.15 

9.谷知行. 母体の男性化副腎腫瘍による 46, XX 性分化異常症. 第 107 回新潟内分泌代謝

同好会. 新潟市. 2018.06.16 

10.長谷川博也. 生後 3 か月に心不全で発症し補体 H 因子の遺伝子変異を認めた非典型溶

結性尿毒症症候群の 1 例. 第 53 回日本小児腎臓病学会学術集会. 福島市. 2018.06.30 

11.細貝亮介. 血友病患者における半減期延長製剤による定期補充中の破綻出血の対応. 第 

40 回日本血栓止血学会学術集会. 札幌. 2018.6.30 

12.山崎肇．当院で GH 治療を施行した SGA 性低身長に関する考察. 第 54 回日本周産

期・新生児医学会, 東京都, 2018.7.9 

13.金子昌弘. 尿細管間質性腎炎発症 2 年後にぶどう膜炎を認めた TINU 症候群の女児例. 

第 53 回日本小児腎臓病学会学術集会. 福島市. 2018.06.30 

14.山崎肇. 当院で GH 治療を施行した SGA 性低身長についての検討. 第 30 回新潟周

産母子研究会, 新潟市, 2018.7.28 

15.桑原春洋. 在胎 35 週未満の早産児における臍帯血 IgM 高値の病的意義に関する検討. 

第 54 回日本周産期・新生児医学会総会および学術集会, 東京, 2018.7.10 



16.柴田奈央. DUOX2 異常症において乳幼児レボチロキシン Na 投与量から一過性 CH 

を予測する既報 cut-off 値を用いた検討. 第 45 回日本マススクリーニング学会学術集会. 

さいたま市. 2018.08.18 

17.長崎啓祐. 母体のアンドロゲン産生副腎腫瘍による 46, XX 性分化疾患. 第 19 回日本

内分泌学会関東甲信越支部学術集会. 東京. 2018.9.8（会長賞受賞） 

18.佐々木直. 汎下垂体機能低下症を呈した小児期発症の非機能性下垂体腺腫の 2 例、及び 

当院の小児下垂体腺腫の臨床的特徴. 第 19 回日本内分泌学会関東甲信越支部学術集会. 

東京. 2018.9.8 

19.廣嶋省太. 無痛性甲状腺炎の回復期に低 Ca 血症が顕在化した 22q11.2 欠失症候群に

よる副甲状腺機能低下症の成人例. 第 19 回日本内分泌学会関東甲信越支部学術集会. 東

京. 2018.9.8 

20.今村勝. 再発未分化大細胞型リンパ腫に対する非血縁者間骨髄移植後に発症した EBV－

positive mucocutaneous ulcer の 1 例. 第 3 回小児血液・がん症例検討会 in 中部. 新潟市. 

2018.9.11 

21.長崎啓祐. 巨大精巣と機能性甲状腺結節を呈し体細胞モザイク GNAS 変異を同定した 

PTEN 異常症. 第 52 回日本小児内分泌学会学術集会. 東京. 2018.10.5 

22.廣嶋省太. 重症の甲状腺機能低下症を契機に発見された無痛性甲状腺炎の 2 例. 第 52 

回日本小児内分泌学会学術集会. 東京. 2018.10.4 

23.谷 知行. 母体の男性化副腎腫瘍による 46, XX 性分化異常症. 第 52 回日本小児内分泌 

学会学術集会. 東京. 2018.10.5 

24.佐々木直. 汎下垂体機能低下症を呈した小児期発症の非機能性下垂体腺腫の 2 例〜当

院の小児下垂体腺腫の臨床的特徴〜  第  52 回日本小児内分泌学会学術集会 . 東京 . 

2018.10.5 

25.柴田奈央. 新生児マススクリーニング TSH 高値で発見される Down 症候群の頻度と

臨床的特徴. 第 52 回日本小児内分泌学会学術集会. 東京. 2018.10.6 

26.田中岳. 当院における切迫早産治療と高カリウム血症の関係についての研究. 第 140 

回新潟新生児懇話会，新潟，2018.3.14 

27.田中岳. 一過性高血圧を認めた乳幼児突発性危急事態による低酸素性虚血性脳症の一例. 

第 54 回日本周産期・新生児医学会総会および学術集会, 東京, 2018.7.10 

28.田中岳. 新潟県における 2017-2018 シーズン RS ウイルス感染症入院調査. 第 142 

回新潟新生児懇話会，新潟，2018.10.5 

29.田中岳. 2017-2018 シーズン新潟県における RSV 感染症の流行状況に関する多施設共

同研究, 第 63 回日本新生児成育医学会学術集会，東京，2018.11.23 

30.澤野堅太郎，糖尿病性ケトアシドーシス初期治療の輸液と Base Excess 変化の検討，日 

本小児内分泌学会学術集会，東京，2018.10.5 

31.小澤淳一. 新生児期から治療した心外合併症のない QT 延長症候群 8 型の 2 例. 第 



54 回日本小児循環器学会総会・学術集会, 横浜, 2018.7.6 

32.小澤淳一. QT 延長による 2:1 房室ブロックを指摘され Timothy 症候群と診断された

新生児例. 第 37 回新潟小児循環器談話会, 新潟, 2018.9.29 

33.大塚岳人.アンチセンス薬剤は無莢膜型インフルエンザ菌にどのように作用するのか？. 

第 67 回日本感染症学会東日本地方会 2018.10.24-26、東京 

34.山中崇之．膿胸を合併した MRSA による肋骨骨髄炎の乳児例．第 67 回日本感染症学

会東日本地方会学術集会．東京、2018.10.24-26 

35.山中崇之、舟越葉那子、福岡かほる、相澤悠太、堀越裕歩．小児医療専門施設で検出さ 

れた基質拡張型βラクタマーゼ産生菌のタイピング．第 50 回日本小児感染症学会．福岡、 

2018.11.9-11 

36. 笠 原 靖 史 . Superior Activity of NKp44-CAR-T Cells in Comparison with ExVivo  

Expanded Activated NK cells or NKp30-CAR-T cells. 第 60 回日本小児血液・がん学会学 

術集会, 京都市, 2018 

37. 笠 原 靖 史 . Development of CAR-T therapy using NKp44 ectodomain for 

antigenrecognition. 第 10 回血液疾患免疫療法学会学術集会, 東京都文京区, 2018 

38.笠原靖史. NKp44 キメラ抗原受容体による新しいがん免疫治療の開発. 第 228 回日本

小児科学会新潟地方会,新潟市, 2018 

39.小林玲. 早産児の慢性肺疾患管理における血清 KL-6 の臨床的意義. 第 31 回日本新生

児慢性肺疾患研究会、さいたま市、2018 

40.長崎啓祐. 結節毎に異なる体細胞変異を同定した多結節性甲状腺腫を伴う DICER1 胚

細胞変異例. 第 61 回日本甲状腺学会学術集会. 川越市. 2018.11.24 

41.小川洋平. GAD 抗体・ICA 陰性で ZnT8 抗体が陽性であった緩徐進行 1 型糖尿病 

（SPIDDM）の小児例. 第 5５回日本糖尿病学会関東甲信越地方会，新潟市，2018.1.20 

42.小川洋平．1 型糖尿病幼児の教育・保育施設への入園に関する調査． 第 61 回日本糖尿 

病学会学術集会. 東京, 2018.5.25 

43.小川洋平．新潟小児糖尿病コホート 2017 年調査中間報告．第 53 回新潟小児内分泌談

話会，新潟市，2018.6.15 

44.小川洋平. 幼児から成人まで幅広い年齢層の 1 型糖尿病患者とその家族が参加できる

キャンプの試み. 24 回日本小児思春期糖尿病学会年次学術集会，大阪府，2018.７.15 

45.小川洋平. 教育・保育施設を対象とした 1 型糖尿病幼児入園に関する意識調査. 第 52 

回日本小児内分泌学会学術集会，大阪府，2018.10.5 

46.小川洋平. 教育・保育施設における 1 型糖尿病幼児入園に関する調査. 第２８回日本保 

育保健学会 in 新潟，新潟, 2018.10.13 

47.小川洋平. 学校検尿を契機に発見されたインスリン受容体異常症 A 型の 1 例. 第 108 

回新潟内分泌代謝同好会，新潟, 2018.12.1 

48.太刀川潤. 国保旭中央病院における異物誤飲症例についての検討. 第 10 回日本子ども



虐待医学会学術集会, 高松市, 2018.08.04 

49.泉田侑恵, recombinant human IGF-1 にてコントロール困難な Rabson-Mendenhall 症 

候群の長期経過, 第 52 回小児内分泌学会, 2018.10.5 

50.泉田侑恵、母体の Basedow 病に起因した、一過性中枢性甲状腺機能低下症と考えられ

る女児例、第 228 回日本小児科学会新潟地方会、2018.5.12 

51.馬場恵史．Ｆｏｎｔａｎ術後の conduit 狭窄に対する stent 留置の有効性と安全性の検 

討．第 28 回日本 Pediatric Interventional Cardiology．2018.1.27 

52.馬場恵史．単心室血行動態姑息術段階の Focal AT に対するカテーテルアブレーション． 

第 54 回日本小児循環器学会総会学術集会．2018.7.7 

53.小澤淳一. 月経中に心イベントを起こした QT 延長症候群 2 型の女児 2 例. 第 23 

回小児心電学会学術集会, 奈良, 2018.12.1 

54.阿部忠朗. FFⅡ留置後 detach できなかった 1 例. 第 4 回 Informal JPIC 関東甲信越

研究会. 神奈川県, 2018. 

55.阿部忠朗. Erosion 症例からみた経皮的心房中隔欠損閉鎖術における危険因子の検討. 第 

54 回日本小児循環器学会総会・学術集会. 神奈川県, 2018. 

56. 阿 部 忠 朗 . A successful placement of overlapped Cribriform devices for multiple 

fenestrated ASD with septal aneurysm. 第 29 回 JPIC 学術集会. 福岡県, 2018 

57.太刀川潤. 酸素投与が有効であった群発頭痛の 12 歳女児例. 第 229 回日本小児科学

会新潟地方会, 新潟市, 2018.12.08 

58.篠原健. 経口弱毒生ヒトロタウイルスワクチン接種後に発症した腸管壁気腫の 1 例.第 

54 回日本周産期・新生児医学会学術集会.東京都、2018.7.10 

59.村井英四郎．Morganella morganii による化膿性脊椎炎の 1 例．第 121 回日本小児科

学会学術集会，福岡市，2018.4.21 

60.村井英四郎．多彩な合併症を呈した溶血性尿毒症症候群の 15 歳女児例．第 229 回日本 

小児科学会地方会，新潟市，2018.12.8 

61.廣嶋省太. 無痛性甲状腺炎の経過中に低 Ca 血症が顕在化した 22q11.2 欠失症候群に

よる副甲状腺機能低下症の成人例 . 第  108 回新潟小児内分泌代謝同好会 . 新潟市 . 

2018.12.01 

62.田屋光将. 抗大腸菌抗体陽性で診断し得た大腸菌 O157 感染症による溶血性尿毒症症

候群の兄弟例. 第 70 回北日本小児科学会，秋田市，2018.9.16 

63.山田慧.ステロイド依存性ネフローゼ症候群に合併した 2 型糖尿病がリツキシマブ投与 

で改善を認めた一例. 第 70 回北日本小児科学会，秋田市，2018.9.16 

64.稲葉聡. 肺炎様症状を契機に診断に至った横紋筋肉腫の 1 例. 第 229 回日本小児科学

会新潟地方会. 新潟 2018.12.8 

65.田嶋直哉. 当院でエピペン®処方した小児食物アレルギー例のまとめ. 第 68 回新潟ア

レルギー研究会，新潟，2018 



66.田嶋直哉. 新潟県内の小児アレルギー疾患の現状〜小児科医の立場から〜. 第 57 回新

潟小児保健研究会，新潟，2018 

67.田嶋直哉. どうしたらいい？ウチの子の食物アレルギー. 魚沼基幹病院市民公開講座，新 

潟・南魚沼，2018 

68.田嶋直哉. 食物アレルギーの基礎知識と症状発症時の対応について. 新発田市教育委員 

会アレルギー研修会，新潟・新発田，2018 

69.谷知行.新生児ゴーシェ病. 第 18 回新潟小児内分泌セミナー. 新潟市. 2018.9.22 

 

公開講座，その他の講演 

1.今村勝. “生きる”を支えるがんの歯科医療 第 36 回口腔腫瘍学会総会・学術大会市民公開

講座. 新潟市. 2018.1.27 

2.山田慧. お悩み解消、知っておきたい正しい知識！睡眠・食事・運動について. 親子健康 

づくりコース,新潟市, 2018.2.3 

3.廣嶋省太. SIADH を呈した鞍上部胚細胞腫瘍に対して、Tolvaptan を用いて Na 濃度を

制御しえた 4 歳女児例. TTT meeting 2018, 東京, 2018.2.17 

4.柴田奈央. 頭蓋内 hCG 産生腫瘍による末梢性思春期早発を呈した女児例.TTT meeting 

2018, 東京, 2018.2.17 

5.長崎啓祐. 日本人ターナー症候群における腎泌尿器合併症と eGFR を用いた腎機能評価 

の横断的検討.TTT meeting 2018, 東京, 2018.2.17 

6.長崎啓祐. SGA 性低身長に対する GH 治療の諸問題. ファイザー社内勉強会 新潟市. 

2018.2.26 

7.長崎啓祐. 成長曲線を用いた学校保健の活用. 新潟市医師会学校保健会研修会.新潟市 

2018.04.11 

8.長崎啓祐. 萎縮性甲状腺炎. 第１回 見て学ぶ PED フォーラム. 宮崎市. 2018.4.27 

9.長崎啓祐. 性器出血 3 歳女児．第 22 回都立小児勉強会. 東京, 2018.6.23 

10.長崎啓祐.乳児期の飢餓による下垂体低形成.第 22 回都立小児勉強会. 東京, 2018.6.23 

11.佐々木直. 過成長、過体重の乳児例. 第 22 回都立小児勉強会. 東京, 2018.6.23 

12.長崎啓祐. 2nd Heart to Heart Forum 思春期のこころとからだの不思議に迫る 「ここ 

だけは押さえておきたい成長曲線を用いた健康診断」〜思春期の異常を見逃さない〜 大 

阪 2018.7.1 

13.長崎啓祐. 周産期型、小児型 HPP に対する長期 ALP 酵素補充療法の経過. HPP 座談 

会. 仙台. 2018.9.1 

14.長崎啓祐. 教科書には載っていない低身長診療のコツ（特別講演）. 第２回栃木県小児内 

分泌談話会. 宇都宮市. 2018.9.12 

15.廣嶋省太.『成長曲線を用いた学校保健の対応』症例提示「成長低下、肥満度悪化（4,5,7 

群異常）で見つかったターナー症候群」 第 18 回新潟小児内分泌セミナー.新潟市.2018.9.22 



16.泉田侑恵.『成長曲線を用いた学校保健の対応』「症例から考える、成長曲線を用いた学校 

検診」→市民病院を受診した症例のまとめ 第 18 回新潟小児内分泌セミナー.新潟 

市.2018.9.22 
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